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ンスサイレチン型心アミロイドーシスの一例. 第168回日本循環器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
関根虎之介, 上岡正志, 金城貴士, 冨田湧介, 渡邊孝一郎, 八巻尚洋, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 右
室流出路起源心室性期外収縮をトリガーとして頻発した非持続性／持続性心室頻拍の一例. 第168回日本循環器学

会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
大河内諭, 小野正博, 宍戸奈美子, 土川幹史, 永沼和香子, 川村敬一, 大杉 拓, 武藤 満. 甲状腺機能亢進

症により甲状腺心(thyroid heart)をきたした1例. 第168回日本循環器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
瀧澤 栞, 喜古崇豊, 佐久間裕也, 松本善幸, 佐藤崇匡, 小林 淳, 中里和彦, 竹石恭知. 高安動脈炎による

左前下行枝狭窄をきたした狭心症に対してDCBを用いて経皮的冠動脈形成術を施行した一例. 第168回日本循環

器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
天海一明, 肱岡奈保子, 金城貴士, 山田慎哉, 上岡正志, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 左右副伝導路間を

旋回する房室回帰性頻拍を認めた1例. 第168回日本循環器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
八重樫大輝, 神雄一朗, 石田隆史, 渡邊俊介, 横川哲朗, 肱岡奈保子, 及川雅啓, 小林 淳, 八巻尚洋, 國
井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. 心臓カテーテル検査による放射線被ばくのDNA損傷とサイトカイン発現に及ぼ

す影響－患者と術者における検討. 第168回日本循環器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
矢澤里穂, 武田由紀子, 大和田尊之, 渡部研一, 阪本貴之, 竹石恭知, 籠島彰人, 五十嵐崇, 横山 斉. 突
然発症した僧帽弁腱索断裂による急性心不全の一例. 第168回日本循環器学会東北地方会; 20190601; 盛岡. 
 
小河原崚, 八巻尚洋, 関根虎之介, 武藤雄紀, 佐藤崇匡, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. リウマチ熱による

非代償性心不全を生じた一例. 第169回日本循環器学会東北地方会; 20191207; 仙台. 
 
堀北有希, 中村裕一, 根橋 健, 大原妃美佳, 横川沙代子, 齋藤正博, 川島 大, 鈴木 聡. 経皮的コイル塞

栓術で軽快しえた冠動脈瘻による狭心症の1例. 第169回日本循環器学会東北地方会; 20191207; 仙台. 
 
武藤雄紀, 國井浩行, 片平正隆, 阿部諭史, 山田慎哉, 及川雅啓, 小林 淳, 石田隆史, 竹石恭知, 藤宮 

剛, 瀬戸夕輝, 高瀬信弥, 横山 斉. 重症大動脈弁狭窄症に対するTAVI後も濃厚な心不全管理を要したATTR
型心アミロイドーシス合併例. 第169回日本循環器学会東北地方会; 20191207; 仙台. 
 
和田健斗, 義久精臣, 一條靖洋, 三阪智史, 金城貴士, 及川雅啓, 小林 淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和

彦, 石田隆史, 竹石恭知. 心不全患者における脳活動性と不安・抑うつ・認知機能に関する検討. 第169回日本

循環器学会東北地方会; 20191207; 仙台. 
 
佐久間真悠, 上岡正志, 肱岡奈保子, 山田慎哉, 金城貴士, 竹石恭知. 多彩な心房性不整脈を呈した心アミロ

イドーシスの一例. 第169回日本循環器学会東北地方会; 20191207; 仙台. 
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磯松大介, 及川雅啓, 武藤雄紀, 菅野優紀, 清水竹史, 小林 淳, 國井浩行, 高瀬信弥, 中里和彦, 石田隆

史, 竹石恭知. 大動脈四尖弁に経カテーテル大動脈弁留置術を施行した一例. 第169回日本循環器学会東北地方

会; 20191207; 仙台. 
 
佐藤崇匡, 山本晃裕, 出羽 仁, 竹石恭知, 横山 斉. 成人女性植込型補助人工心臓装着患者における月経周期

による血液出血凝固系検査の変動について. 第47回人工心臓と補助循環懇話会学術集会; 20190201-02; 嬉野. 
 
三阪智史, 義久精臣, 新村裕子, 横川哲朗, 竹石恭知. 睡眠時無呼吸症候群患者におけるpulse-transit-time血
圧測定の有用性. 第3回PTT血圧・SAS研究会; 20190615; 東京. 
 
片平正隆, 横川沙代子, 中村裕一, 鈴木 聡, 竹石恭知. Double RCAに合併した急性下壁梗塞の1例. 第9回

豊橋ライブデモンストレーションコース; 20190620-22; 豊橋. 
 
安藤卓也, 水上浩行, 谷川俊了, 金澤正晴, 竹石恭知. 下腿分岐部の血栓性閉塞病変に対し治療に難渋した一

例. 第9回豊橋ライブデモンストレーションコース; 20190620-22; 豊橋. 
 
中里和彦, 安藤卓也, 喜古崇豊, 及川雅啓, 八巻尚洋, 國井浩行, 竹石恭知. 冠動脈起始異常症例に対する造

影およびPCIに関する一提案. 第9回豊橋ライブデモンストレーションコース; 20190620-22; 豊橋. 
 
市村祥平, 大原妃美佳, 冨田湧介, 金城貴士, 石田隆史, 竹石恭知. 進行する心原性ショックに対して、CTO
である外腸骨動脈を通して IABPを留置し、救命しえたACSの一例. 第9回豊橋ライブデモンストレーションコ

ース; 20190620-22; 豊橋. 
 
瀧澤 栞, 國井浩行, 根橋 健, 安藤卓也, 神雄一朗, 金城貴士, 石田隆史, 竹石恭知. 腎動脈瘤に対して

VIABAHNステントグラフを用いて治療した一例. 第9回豊橋ライブデモンストレーションコース; 20190620-22; 
豊橋. 
 
横川哲朗, 市村祥平, 金城貴士, 義久精臣, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 鈴木 理, 大野聖子, 相庭武

司, 大谷 弘, 竹石恭知. Cases of a c.475G>T, p.E159* lamin A/C mutation with dilated cardiomyopathy and 
sudden cardiac death. 第5回日本心筋症研究会; 20190713; 札幌. 
 
三阪智史, 義久精臣, 佐藤 悠, 喜古崇豊, 君島勇輔, 菅野優紀, 横川哲朗, 阿部諭史, 佐藤崇匡, 及川雅

啓, 小林 淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. Urinary N-terminal fragment of titin 
predicts mortality in patients with dilated cardiomyopathy. 第5回日本心筋症研究会; 20190713; 札幌. 
 
小林 淳, 及川雅啓, 義久精臣, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. 左室流出路圧較差の変化を認め

た症候性ヘテロ接合体ファブリー病の一例. 第5回日本心筋症研究会; 20190713; 札幌. 
 
及川雅啓, 根橋 健, 菅野優紀, 天海一明, 山田慎哉, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 著明な心

肥大を呈したV122I変異によるトランスサイレチン型心アミロイドーシスの一例. 第5回日本心筋症研究会; 
20190713; 札幌. 
 
石田万里, 坂井千恵美, 石田隆史. 喫煙習慣によるDNA損傷の炎症惹起・活性化を起因とした動脈硬化発症に

おける役割. 2019年度喫煙科学研究発表会; 20190723; 東京. 
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三阪智史, 義久精臣, 竹石恭知. 尿中Titin N-Fragmentは拡張型心筋症患者の予後予測に有用である. 第6回

iHFフォーラム; 20190803-04; 東京. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 三阪智史, 及川雅啓, 小林 淳, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 肥大型心筋症における血中ネプリライシン濃度の検討. 第6回 iHFフォーラム; 20190803-04; 東京. 
 
Ando T, Yamaki T, Kiko T, Shimizu T, Kunii H, Nakazato K, Komatsu N, Takeda H, Yokoyama H, Takeishi Y. 
Two cases of coronary ostial stenosis after aortic valve replacement. Complex Cardiovascular Therapeutics 
(CCT) 2019; 20191024-26; 神戸. 
 
神雄一朗, 石田隆史, 時 林, 坂井千恵美, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 石田万里, 田代 聡, 竹石恭

知. 心臓カテーテル検査における放射線被ばくのゲノムDNAに及ぼす影響－患者と術者における検討－. 脳心血

管抗加齢研究会2019; 20191220-21; 東京. Anti-aging Science. 11(1):62. 
 
安齋文弥, 渡邊幸子, 木村博昭, 鎌田 諒, 唐澤直義, 駒田敬則, 竹石恭知, 髙橋将文. 川崎病疾患モデルに

おけるNLRP3インフラマソームの役割. 脳心血管抗加齢研究会2019; 20191220-21; 東京. Anti-aging Science. 
11(1):61. 
 
横川哲朗, 義久精臣, 三阪智史, 石田隆史, 竹石恭知. 超高齢心不全患者の特徴. 脳心血管抗加齢研究会2019; 
20191220-21; 東京. Anti-aging Science. 11(1):62. 
 
坂本和哉, 及川雅啓, 佐久間真悠, 杉本浩一, 中里和彦, 竹石恭知. 周産期の心拍数コントロールに難渋した

Senning術後の一症例. 日本成人先天性心疾患学会第21回成人先天性心疾患セミナー; 20191109; 仙台. 
 
八巻尚洋. 福島県急性心筋梗塞発症登録調査・2018年集計結果. 第50回Cardiovascular Intervention 
Conference (CIC); 20190302; 福島. 
 
肱岡奈保子, 石田隆史, 神雄一朗, 横川哲朗, 及川雅啓, 竹石恭知, 菊田 敦, 佐野秀樹. 小児がん経験者の

心血管機能および動脈硬化リスク. 第1回福島Onco-Cardiology研究会; 20190315; 福島. 
 
高橋英紀, 五十嵐芙美, 本名拓哉, 小林祥子, 佐藤雅彦, 藤麻衣子, 星 勇喜, 高田直樹, 鈴木 聡. 心臓

超音波検査を契機に発見されたバルサルバ洞動脈瘤の2例. 第28回ふくしま心エコー研究会; 20190406; 福島. 福
島医学雑誌. 69(3):246. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 杉本浩一, 皆川敬治, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. JAK2 V617F 
mutation promotes hypoxia-induced pulmonary hypertension in mice. 第476回福島医学会学術研究会; 
20190523; 福島. 
 
片平正隆, 武藤雄紀, 阿部諭史, 山田慎哉, 及川雅啓, 小林 淳, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭

知. 心原性ショックとなった高度大動脈弁狭窄症患者に対して緊急BAVを行い、待機的にTAVIを施行し救命し

得た超高齢女性の1例. 第39回福島心疾患治療談話会; 20190615; 福島. 
 
根橋 健, 大原妃美佳, 横川沙代子, 中村裕一, 鈴木 聡. 薬物療法にて治癒が得られた特発性冠動脈解離の
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一例. 第39回福島心疾患治療談話会; 20190615; 福島. 
 
天海一明, 肱岡奈保子, 金城貴士, 山田慎哉, 上岡正志, 中里和彦, 石田隆史, 紺野愼一, 竹石恭知. 左副

伝導路を順伝導し、右副伝導路を逆伝導した房室回帰性頻拍の1例. 第16回福島不整脈懇話会; 20190718; 福島. 
 
西浦司人, 八巻尚洋, 坂本和哉, 関根虎之介, 安藤卓也, 肱岡奈保子, 佐藤崇匡, 國井浩行, 中里和彦, 竹
石恭知. AVR後に右冠動脈入口部狭窄をきたしPCIを施行した一例. 第51回Cardiovascular Intervention 
Conference (CIC); 20190928; 郡山. 
 
横川沙代子, 中村裕一, 根橋 健, 大原妃美佳, 鈴木 聡, 竹石恭知. 左前下行枝近位部へのSES留置後14
年間再狭窄なく経過したがステント遠位部へのPCI施行後6か月で再狭窄をきたした一例. 第51回

Cardiovascular Intervention Conference (CIC); 20190928; 郡山. 
 
大河内諭, 及川雅啓, 八重樫大輝, 菅野優紀, 上岡正志, 義久精臣, 中里和彦, 竹石恭知. トランスサイレチ

ン心筋沈着とλ型BJPを認めた心アミロイドーシスの一例. 第9回福島心不全研究会; 20191011; 福島. 
 
〔シンポジウム〕 
 
Takeishi Y. JHFS-TSOC joint session: Imaging in heart failure: Cardiac PET/MRI imaging in heart failure. 
The 49th Annual Convention & Scientific Session of the Taiwan Society of Cardiology, 2019(TSOC2019); 
20190518-19; Taipei, Taiwan. 
 
Misaka T. Cardioprotective role of FKBP8 during pressure overload by preventing accumulation of misfolded 
proteins and ER - associated apoptosis. 2019 XXIII ISHR World Congress; 20190603-06; Beijing, China. 
 
Takeishi Y. Fibrosis and cardiac dysfunction. 2019 XXIII ISHR World Congress; 20190603-06; Beijing, China. 
 
Sato T, Tomita Y, Kiko T, Matsumoto Y, Kobayashi A, Takeishi Y. Doctor JCS - Asian Championship: A case of 
refractory right sided heart failure after mitral valve surgery. 第83回日本循環器学会学術集会; 20190329-31; 
横浜. 
 
及川雅啓. 心エコー図検査によるCTRCDの診断：全例GLSを測るべきか？ 日本心エコー図学会第30回学術集

会; 20190510-12; 松本. 
 
義久精臣, 三阪智史, 竹石恭知. 簡易SAS診断の現状と展望：循環器診療における簡易SAS診断の意義と特殊

性. 日本睡眠学会第44回定期学術集会; 20190627-28; 名古屋. 
 
義久精臣, 三阪智史, 竹石恭知. 循環器疾患患者の睡眠・睡眠障害：心不全の睡眠・睡眠障害. 日本睡眠学会第

44回定期学術集会; 20190627-28; 名古屋. 
 
石田万里, 坂井千恵美, 吉栖正生, 石田隆史. 合同シンポジウム4 臓器障害としての動脈硬化症と血管炎症：

ゲノム損傷と炎症・動脈硬化. 第51回日本動脈硬化学会総会・学術集会; 20190711-12; 京都. 
 
中里和彦. JCCケースカンファレンス 地域医療／実地医家活動委員会企画 2. 東北チーム（虚血性心疾患）（ミ
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ニレクチャー）. 第67回日本心臓病学会学術集会; 20190913-15; 名古屋. 
 
義久精臣, 三阪智史, 佐藤崇匡, 及川雅啓, 小林 淳, 竹石恭知. 会長特別企画 全身を診る・心臓をみる1 
HFpEF診療における治療ターゲットを再考する：HFpEF治療ターゲットにおける睡眠呼吸障害について再考す

る. 第67回日本心臓病学会学術集会; 20190913-15; 名古屋. 
 
義久精臣, 三阪智史, 竹石恭知. 会長特別企画 全身を診る・心臓をみる3 心臓病における睡眠時呼吸動態と

治療介入：心不全に合併する睡眠呼吸障害管理. 第67回日本心臓病学会学術集会; 20190913-15; 名古屋. 
 
義久精臣, 三阪智史, 石田隆史, 竹石恭知. 症例から深く学ぶ5 2次性高血圧症の診断と治療：睡眠時無呼吸

症候群合併高血圧患者におけるpulse-transit-time血圧測定の有用性に関する検討. 第67回日本心臓病学会学術

集会; 20190913-15; 名古屋. 
 
佐藤崇匡. 心臓リハビリテーションの医師卒前・卒後教育の現状と課題：福島県立医科大学・福島県における卒

前・卒後教育の現況と課題. 日本心臓リハビリテーション学会第4回東北支部地方会; 20191208; 仙台. 
 
菅野優紀. 地域連携における心臓リハビリテーションの実践：福島市とその周辺地域の心臓リハビリテーションの

現状と今後の展望. 日本心臓リハビリテーション学会第4回東北支部地方会; 20191208; 仙台. 
 
石田隆史, 石田万里, 竹石恭知. DNA 損傷と動脈硬化. 脳心血管抗加齢研究会2019; 20191220-21; 東京. Anti-
aging Science. 11(1):48. 
 
三阪智史, 竹石恭知. 加齢に関連した新しい心不全のメカニズム. 脳心血管抗加齢研究会2019; 20191220-21; 東
京. Anti-aging Science. 11(1):43. 
 
〔特別講演〕 
 
竹石恭知. 薬剤性心筋症：腫瘍循環器学の展開. いわき市心不全学術講演会; 20190207; いわき. 
 
金城貴士. AF治療のアルゴリズム. DOAC Forum In Fukushima; 20190221; 福島. 
 
坂本信雄. 循環器疾患の病態生理および心電図. 消防学校 特別講話; 20190221; 福島. 
 
金城貴士. クライオアブレーションの適応と合併症への対策. CryoConsole Hands-on And Meeting Program 
(CHAMP); 20190222; 郡山. 
 
義久精臣. 心房細動の包括的管理－DOACを生かすための睡眠呼吸障害治療－. 会津医学会学術講演会; 
20190418; 会津若松. 
 
中村裕一. VTEの急性期治療. 会津医学会学術集会; 20190419; 会津若松. 
 
中里和彦. なかなかとれない、その息切れは？～慢性血栓塞栓性肺高血圧症の診断と治療の進歩～. 会津医学会学

術集会; 20190419; 会津若松. 
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國井浩行. 大動脈弁狭窄症(Aortic stenosis; AS)の現状と最新治療. 相双循環器カンファレンス; 20190524; 相馬. 
 
義久精臣. 心不全患者における消化管保護の重要性～抗血小板薬服用患者への対応～. GI WEBセミナー; 
20190527; 福島. 
 
國井浩行. モーニングセミナー：TAVI治療の現状. ADATARA LIVE DEMONSTRATION 2019; 20190605-07; 
郡山. 
 
國井浩行. 大動脈弁狭窄症の現状とカテーテルを用いた最新治療. ふくしま最新治療カンファレンス; 20190613; 
福島. 
 
中里和彦. 肺高血圧症診療の過去・現在・未来～難治性疾患と地域でどう向き合うか～. 相馬肺高血圧症研究会; 
20190619; 相馬. 
 
國井浩行. 大動脈弁狭窄症(Aortic stenosis; AS)の現状と最新治療について. AIZU Intervention Conference; 
20190628; 会津若松. 
 
金城貴士. 基調講演：心房細動の治療：カテーテルアブレーションの進歩. 心房細動トータルケアセミナー～発見

からQOL改善までの最速治療～; 20190630; 福島. 
 
國井浩行. カテーテルで行う低侵襲大動脈弁治療；TAVI～診断・適応から抗血栓療法まで～. 循環器疾患セミナ

ー; 20190708; 福島. 
 
及川雅啓. 変化する循環器疾患管理－脂質低下療法からTAVI、アミロイド、onco-cardiologyまで－. 第51回如

山会郡山・県南地区フォーラム「夏の集い」; 20190801; 郡山. 
 
國井浩行. カテーテルで行う低侵襲大動脈弁治療；TAVI～診断・適応から抗血栓療法まで～. 循環器Up to Date; 
20190828; 郡山. 
 
義久精臣. 急性増悪期の心不全の病態と治療. ふくしま心不全ケア勉強会 2019年度第1回勉強会; 20190831; 
福島. 
 
義久精臣. 講義：代表的な疾患の診断等について＜②循環器疾患＞. 令和元年度福島県難病指定医研修; 20190901; 
郡山. 
 
金城貴士. 心房細動アブレーションと周術期抗凝固療法の現状. イグザレルトWEBカンファランス; 20190912; 
Web配信. 
 
中里和彦. 教育セミナー：PCIの適応－待機的PCI. 第28回日本心血管インターベンション治療学会学術集会

(CVIT2019); 20190919-21; 名古屋. 
 
金城貴士. 心房細動アブレーションの進歩と抗凝固療法の現状. 安達地区循環器医療連携講演会; 20190920; 二本

松. 
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義久精臣. ランチョンセミナー：心不全の睡眠呼吸障害管理－過去・現在・未来－. 第23回日本心不全学会学術

集会; 20191004-06; 広島. 
 
義久精臣, 竹石恭知. 教育講演：心不全における陽圧呼吸療法－いまASV をどう活用すべきか－. 第23回日本

心不全学会学術集会; 20191004-06; 広島. 
 
石田万里, 田代 聡, 吉栖正生, 石田隆史. 教育講演：脈管疾患と医療放射線被ばく. 第60回日本脈管学会総

会; 20191010-12; 東京. 脈管学. 50(supplement):S102. 
 
國井浩行. 内科系レクチャー：当院におけるTAVI治療. 第228回県北循環器疾患研究会; 20191017; 福島. 
 
佐藤崇匡. 予防医学・包括的プログラムとしての心臓リハビリテーションと抗血栓療法. ふくしま心臓と血管を守

る会; 20191029; 福島. 
 
金城貴士. 心房細動アブレーションの進歩と抗凝固療法の現状. 第29回福島内科フォーラム; 20191109; 福島. 
 
國井浩行. カテーテルで行う低侵襲大動脈弁治療；TAVI診断・適応から今後の展望. 第10回会津 心臓病・心血

管疾患研究会; 20191116; 会津若松. 
 
及川雅啓. 教育講演：心肥大診療のポイントと地域医療連携. 心アミロイドーシス連携講演会 in 福島; 20191121; 
福島. 
 
八重樫大輝, 及川雅啓, 石田隆史, 竹石恭知. 基調講演：当院における腫瘍循環器外来の現状. Fukushima 
Onco-Cardiology Seminar; 20191122; 福島. 
 
竹石恭知. 腫瘍循環器病学の展開 －がん関連血栓症(CAT)を含めて－. イグザレルトWEBカンファレンス; 
20191122; Web配信. 
 
金城貴士. ランチョンセミナー：心房細動マネジメントにおけるカテーテルアブレーションの役割. 第62回日本

脳循環代謝学会学術集会; 20191129-30; 仙台. 
 
金城貴士. 心房細動に伴う抗凝固療法のトピックス. エリキュース エリアWEBセミナー; 20191209; 福島. 
 
石田隆史. 基調講演：塩と人と病～減塩の根拠から実践まで. 減塩サミット2019 in 福島; 20191222; 福島. 
 
〔招待講演〕 
 
竹石恭知. 腫瘍循環器病学の展開. 岩手循環器講演会; 20190131; 盛岡. 
 
義久精臣. 心房細動合併心不全の包括的管理－DOACを生かす睡眠呼吸障害管理－. 第3回心疾患フォーラム in 
Nagoya; 20190307; 名古屋. 
 
義久精臣. 基調講演：睡眠障害と生活習慣病・心血管病. Sleep Forum; 20190426; 仙台. 
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竹石恭知. 腫瘍循環器学の展開. 若手循環器医師セミナー; 20190516; 橿原. 
 
中里和彦. 肺高血圧症の過去・現在・未来～地方都市でいかに肺高血圧症と向き合うか～. 第18回長野県肺高血

圧症フォーラム; 20190601; 長野. 
 
竹石恭知. Onco-Cardiologyの診断と治療に対する取り組み. Onco-Cardiology Seminar; 20190614; 弘前. 
 
義久精臣. 心不全の睡眠呼吸障害管理－過去・現在・未来－. 第16回Dream Heartカンファレンス; 20190706; 
福岡. 
 
竹石恭知. PET/MRIを循環器診療に活かす. 第23回宮城県心臓核医学研究会; 20190719; 仙台. 
 
竹石恭知. PET/MRIを循環器診療に活かす. 浜松心臓核医学セミナー2019; 20190802; 浜松. 
 
竹石恭知. Onco-Cardiologyの診断と治療に対する取り組み. がんと循環器を考える会; 20190917; 宮崎. 
 
竹石恭知. Cardiac PET/MRIの循環器診療への活用. 第30回21世紀心臓核医学カンファレンス; 20190927; 大
阪. 
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